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和
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市
史
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和
泉
市
は
瞬
泉
北
郡
二
町
離
村
の
合
併
に
な
る

市
で
、
中
心
部
の
瞬
和
泉
町
は
和
泉
国
府
の
所
在

地
で
あ
っ
た
。
本
書
は
市
二
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
成
っ
た
も
の
で
、
和
泉
市
の
現
況
な
ら
び
に

環
境
を
序
編
で
ま
と
め
、
本
編
と
し
て
原
始
鮭
会

・
古
代
社
会
・
中
世
社
会
を
扱
い
、
近
世
社
会
は

第
二
巻
と
し
て
近
刊
の
予
定
で
あ
る
。
う
ち
、
原

始
三
会
と
古
代
祉
会
の
古
墳
・
窯
業
関
係
を
森
浩

一
氏
が
執
筆
さ
れ
た
他
は
す
べ
て
、
専
門
委
員
と

し
て
五
年
閲
常
勤
し
て
編
纂
に
あ
た
っ
た
三
浦
圭

一
既
が
構
成
か
ら
執
筆
ま
で
担
当
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
に
関
し
て
は
市
史
編
纂
委
員
は
一
切
制

肘
せ
ず
、
三
浦
氏
の
珊
々
性
に
委
ね
ら
れ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
地
方
編
纂
に
あ
っ
て

は
当
然
保
障
さ
る
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
が
、
学
問

研
究
と
地
方
佳
民
の
生
活
と
の
正
し
い
結
合
を
進

め
る
上
で
一
つ
の
成
果
と
し
て
確
認
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
さ
て
内
容
に
つ
い
て
略
記
し
て
お
く
と
、
第
一

章
原
始
社
会
で
は
池
上
弥
生
遺
跡
の
調
査
が
く
わ

し
く
、
第
二
章
古
代
社
会
で
は
、
第
一
節
「
臼
本

列
島
と
日
本
人
の
起
源
」
で
著
名
な
黄
金
塚
や
八

五
に
の
ぼ
る
儒
太
巨
眼
の
群
集
墳
以
下
の
古
墳
の

紹
介
が
あ
り
興
味
深
い
が
、
今
一
つ
こ
れ
ら
市
域

の
古
墳
の
分
布
図
が
あ
れ
ば
、
次
の
古
代
豪
族
の

蟻
居
の
紹
介
部
分
、
第
二
節
「
大
和
朝
廷
の
和
泉

進
出
」
と
あ
わ
せ
て
社
会
発
展
の
第
一
歩
の
様
相

が
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第

三
節
「
大
化
改
新
偏
で
は
条
里
制
遺
構
の
復
元
を

行
い
、
第
四
節
「
奈
良
時
代
」
で
和
泉
属
の
河
内

国
よ
り
の
分
離
成
立
の
事
情
と
国
府
と
国
分
寺
の

説
明
か
ら
農
民
生
活
・
土
地
私
有
の
発
生
・
行
基

の
活
躍
に
及
ん
で
い
る
。
以
下
各
々
は
政
治
・
経

済
・
社
会
・
文
化
の
各
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
り
、
関

係
史
料
を
駆
使
し
た
詳
紐
な
記
述
が
行
わ
れ
て
い

る
。
第
五
節
「
平
安
時
代
（
前
期
）
」
ま
で
を
古
代

社
会
と
し
て
章
別
し
て
あ
る
の
も
本
書
の
特
徴
で

あ
る
。

　
第
三
章
中
世
社
会
以
下
は
三
浦
馬
の
専
門
の
フ

ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
だ
け
に
読
み
ご
た
え
が
あ
り
、

本
番
の
中
心
部
分
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
を

ま
た
な
い
。
何
分
に
も
関
連
事
項
を
網
羅
す
る
形

の
市
史
で
あ
る
た
め
、
つ
っ
こ
ん
だ
議
論
は
さ
け

て
い
る
が
、
氏
は
本
章
に
関
係
す
る
問
題
の
い
く

つ
か
は
研
究
論
文
と
し
て
世
に
問
う
て
い
る
の
で
、

あ
わ
せ
読
む
に
も
有
益
で
あ
る
。
第
一
簾
「
平
安

時
代
（
後
期
）
」
で
は
と
く
に
泉
大
津
の
木
屋
を
め

ぐ
る
国
衙
機
構
の
問
題
と
池
田
郷
の
国
堵
層
の
田

地
争
論
よ
り
名
田
の
起
源
と
領
作
の
権
利
の
実
態

を
分
析
し
た
部
分
が
印
象
的
で
あ
る
。
第
二
節
「
鎌

倉
時
代
」
で
は
地
頭
～
覧
表
が
掲
げ
ら
れ
今
後
の

研
究
に
碑
益
す
る
と
こ
ろ
多
く
、
谷
山
池
・
梨
子

本
池
等
の
築
造
と
池
田
谷
・
松
尾
谷
開
発
や
土
豪

の
悪
党
化
の
部
分
は
、
氏
の
「
中
世
に
お
け
る
農

業
技
術
の
階
級
的
性
格
」
（
興
臼
本
史
研
究
』
八
二
）
で

門
田
苗
代
を
軸
と
す
る
農
業
生
産
力
向
上
の
問
題

と
し
て
発
農
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
節
「
南
北
朝
時
代
」
で
は
、
内
乱
期
の
在

地
の
土
豪
・
寺
院
の
動
向
、
前
記
三
浦
氏
論
文
で

関
説
し
た
農
村
動
向
に
直
接
続
く
問
題
と
な
る
唐

国
村
と
春
木
本
庄
の
境
相
論
、
黒
鳥
の
麹
座
、
大

念
仏
本
尊
仏
の
廻
葉
群
の
問
題
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
第
四
節
「
室
町
蒔
代
」
で
は
近
来
学
界
で
注

目
さ
れ
来
っ
た
和
泉
国
半
国
守
護
体
制
の
問
題
か

ら
説
き
お
こ
し
、
荘
園
制
の
衰
退
・
郷
村
制
の
発

達
・
無
勢
文
化
の
発
展
に
及
ん
で
お
り
、
　
『
政
基

公
旅
引
付
』
に
躍
如
た
る
近
郷
の
日
根
野
庄
の
様

相
と
岡
一
の
畿
内
村
落
の
雰
踊
気
を
う
か
が
わ
せ
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る
が
、
当
地
域
の
実
態
を
示
す
史
料
が
見
当
ら
な

い
た
め
、
日
根
野
で
分
下
し
う
る
以
上
の
具
体
像

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
松
尾
寺

の
相
伝
す
る
和
泉
国
惣
講
師
職
な
る
も
の
の
存
在

は
非
常
に
興
味
深
く
、
本
書
で
扱
い
え
た
断
で
は

す
で
に
得
分
権
化
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
問

題
は
前
述
し
た
大
念
仏
本
尊
廻
在
や
次
の
第
五
節

「
戦
国
時
代
」
で
ふ
れ
て
い
る
惣
長
者
、
さ
ら
に

は
国
衙
や
守
護
体
制
の
問
題
と
か
渡
辺
党
の
惣
管

職
の
問
題
と
も
関
連
さ
せ
て
、
今
後
和
泉
一
国
規

模
の
分
業
形
態
の
問
題
と
し
て
深
め
て
い
く
素
材

と
な
ろ
う
。

　
最
後
に
な
っ
た
が
、
本
書
の
後
半
部
分
の
芭
百

六
十
頁
余
が
史
料
編
と
な
っ
て
お
り
、
約
五
十
点

の
松
尾
寺
文
書
を
は
じ
め
公
卿
日
記
か
ら
在
地
文

書
ま
で
本
編
の
典
拠
と
な
っ
た
史
料
を
収
録
し
て

あ
り
、
学
界
に
御
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
あ

ら
た
め
て
三
浦
氏
の
労
に
感
謝
し
て
筆
を
お
く
こ

と
と
す
る
。
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沼
　
　
高

兵
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県
大
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沿
岸
水
域
の
底
質
の
鰻
掴
分
布
に
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い
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弘
澱
∵
原
昭
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日
本
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造
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